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2023年 4月 24日 

各  位 

会 社 名 加 藤 産 業 株 式 会 社

代 表 者 名 代表取締役社長  加  藤  和  弥

コード番号 ９８６９（東証プライム）

問 合 せ 先 取締役管理本部長 次 家 成 典

電 話 番 号  0 7 9 8 - 3 3 - 7 6 5 0

サステナビリティの基本方針及びマテリアリティ（重要課題）に関するお知らせ 

 当社は、持続可能な社会の実現と当社グループの持続的な成長に向けて、サステナビリティの基本方針を策定

し、マテリアリティ（重要課題）の特定と目指す姿・目標を設定いたしましたので、下記の通りお知らせいたし

ます。 

記 

１．基本方針 

加藤産業グループは、「豊かな食生活を提供して人々の幸せを実現すること」というミッションを 

通して、持続可能な社会の実現に貢献するとともに、自らの持続的な成長を目指します。 

そのために、４つのマテリアリティ（重要課題）を特定し、これらの解決に取組むことで、 

持続的な企業価値の向上を図ってまいります。 

２．４つのマテリアリティとマテリアリティごとの目指す姿、中期目標 

  当社がサステナブルであるための重要度と、社会がサステナブルであるための重要度の観点から、優先課題

の候補を選定し、重要性や影響度より４つのマテリアリティを特定いたしました。 

  加えて、当社が創立１００周年を迎える２０４７年を各マテリアリティの「目指す姿」の達成時期とし、  

それを達成するための中期目標として「２０３０年目標」を設定いたしました。 



 

2 
 

 

３．推進体制 

  代表取締役社長を委員長とするサステナビリティ委員会を設置し、その下部組織としてマテリアリティごと

に４つの分科会を設置し、活動を推進してまいります。 

 

 

※詳細については、当社ホームページ「サステナビリティ」及び『CSR 報告書』をご覧ください。 

サステナビリティ：http://www.katosangyo.co.jp/csr/ 

C S R 報 告 書  ：http://www.katosangyo.co.jp/csr/report/ 

以  上 
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